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NIDEC3Q決算~半導体に参入か？

                                   　　                                      　　
　1月27日17時からの説明会を視聴、プレゼンは業績を中心に関COO、その後で永守CEOが戦略面を説明。質疑はEVと小型モビリティ、ロボット、そして半導体への取り組みや経営体制など。
　業績3Qに関しては、電磁鋼板など素材価格急騰と価格転嫁タイムラグ影響90億円あり、下振れだが、挽回可能で通期は売上1.8兆円、OP1900億円、NP1480億円と不変。
　一部のマスコミ(ブルンバーグ)による「永守氏が関氏に失望感」については、怒りを露わに、100%否定された。関氏からも否定があった。
　注目点は、EV向けトラクションモータ事業の加速である。21年度販売台数20万台に対し、22年度受注は70万台以上、25年度350万台計画に向け順調。これに対応、3000億円を投じ、E-Axleのキャパを22年度の200万台から23年度400万台、24年度600万台へ。
　興味深かったのは、中期のクルマ市場見通しである。EV化で、現在の1億台弱が5億台となり、70~80%が、価格30万円で1ℓ以下のEVとなるとコメント。まさに、PCと同様だ。中国や東南アジアでは、マネージャー級が100万円のクルマ保有だが、ワーカー級には30万円なら一気に広がり、今のバイク市場を代替する。その場合、車体コスト1/3へ下げねばならず、鉄板の溶接でなくアルミダイカストでの製造となる。プレスや巻線機、検査等装置の内製も必要になり、三菱重工工作機械やOKKを買収した。
半導体などキー部品の内製化も必要、IGBTやSiCは必須とのコメント。今回、ルネサスやソニーで実績のある大村氏を採用した。かつてはルネサス買収も検討したように、パワー半導体だけでなく、先端半導体ロジックLSIも含め、CASE化鍵を握る半導体の内製が本格化しよう。過去は、政府その他の関係から難しかったが、経産省が進める先端ロジック半導体のビヨンド2nm等をリードするのは、既存の総合電機や半導体メーカーではなく、日本電産かもしれない。モータ周りの内製化に留まるか否かが鍵だ。
車載系は、本体の他、トーソク、モビリティ、エレシスで展開しているが、得手不得手があり、今後、強化されよう。
　モビリティだが精密小型モータ部門で手掛ける小型EV(30kW以下)や電動2輪も期待でき、22年中に10案件の量産視野。2輪車は6000万台だが、今後1億台級市場になりそう。ここでは軽薄短小技術が生きる。他方、商用車のEV化もある。また、ロボット向け市場も期待できそうだ。
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